
基本方針 

学校や保護者と連携をとりながら、子どもの心理的な要因を重視し、個

に応じた体験活動や創作活動を中心に、自然とのふれあい、体育や文化、

グループ活動等を通して自分を再発見し、自立していくことを支援する。 

 

＜心の居場所＞ 

・ あるがままに受け入れる。 

・ 日々の活動では、常に子どもの声に耳を傾け、想いに寄り添い、内面の

変化に留意しながら、指導・支援する。 

 

＜活動＞ 

・ 子ども一人一人にあった活動内容を保障する。 

・ 自主的な活動や表現の場を与える。 

・ 子ども同士、子どもと大人がかかわり合うことのできる場を多く設ける。 

・ 学習においては、個々の状態や希望に合わせて、学校と連携して対応す

る。 

 

＜自立に向けて＞ 

・ 学校や家庭との連携を強化して、学校復帰や将来の自立に向けて、通室

生の成長のための支援内容や方法を共有する。 

 


